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１.目的 

 この報告の目的は,日本の大学のハラスメント防止対策マニュアルやそれに準ずる資料を対象

に,ハラスメント予防と解決に対する共通認識を把握することを目的としている。本報告では,主

に,資料に記載されたハラスメント予防に対する方針や考え,定義などについて内容分析を行い,

その結果を報告する。本報告は,「大学における「職場のいじめ・嫌がらせ」の定義とキャリア

カウンセラーの役割」（基盤研究 C 研究課題名:代表：川畑智子,連携研究者：江原由美子)の研

究の一環として報告する。本研究の最終目標は,1. 大学における「職場のいじめ・嫌がらせ」の

定義について統一見解を出すことで,「職場のいじめ・嫌がらせ」を早期発見・予防・解決を可

能にするための環境を整備し,2. 大学におけるこの分野のキャリアカウンセラーの取組み事例

を調査し,その役割や支援体制について紹介することである。 

 

２.方法 

 そこで,データとして,昨秋に全国 1131 校の国公私立大学に対してアンケート調査を実施し,郵

送または電子メールにより提供された全国 347 大学のハラスメント防止対策マニュアルやそれに

準ずる資料をテキスト分析の対象として使用する。 

 テキスト分析を始める前に,１.提供された大学の特徴を把握し,２.収集された資料の基本情

報として,ハラスメント分類法,分類の個数,宣言文,資料の形態と種類,資料の使用言語,相談窓

口の有無,相談員向けマニュアルの有無,通報制度の有無,相談の流れの有無,相談の手続き有無,

当事者のイメージ,当事者へのメッセージ,周囲の人へのメッセージ,宗教,ハラスメント類型,ガ

イドラインの適応範囲などを把握する。その後,テキスト分析の対象を主にハラスメント予防に

対する方針や考え,定義などにしぼり,ＳＰＳＳテキスト分析ソフトを用いて内容分析を行う。 

 

３.結果と結論 

現在,上記 1 と 2 のデータ整理をしているため,テキスト分析結果および結論は,報告当日に報

告する。 
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